
■成績評価について 

 学修意欲の把握、試験やレポート、卒業論文などの適切な方法により、学修成果を厳格か

つ適正に評価して単位を与え、又は、履修認定をしています。 

 

＜授業科目の学修成果の評価について＞ 

 成績は、試験（学期末、後期末）、平常成績（課題作品、実技の評価）、授業態度（授業課

題提出状況など）を加味した、総合的な評価として、適正な評価に努めています。各教科の

成績評価は、その方法と基準をシラバスで明示し、その記載された割合で合計、点数化し、

0 から 100 点とする以下の 5段階評価としています。 

 

100～95点＝Ｓ、94～82点＝Ａ、81～63 点＝Ｂ、62～50 点＝Ｃ、49点～＝Ｄ 

＊Ｄは不認定となり単位を取得できません。 

 

＜客観的な指標の設定・公表及び成績評価の適切な実施について＞ 

 各教科の通年の成績評価を総合し、個人の総合評価を算出しています。成績評価の具体的

な方法については、学生に配布する学生便覧、シラバスと本校Ｗｅｂサイトにて公開してい

ます。算出方法は各教科の成績評価をＳ＝4 点、Ａ＝3 点、Ｂ＝2点、Ｃ＝1 点、Ｄ＝0点と

し、それらを合算し、受講した教科の総数で割って平均値を出します。平均値の値が 3.5 を

超えるとＡ、2.0 を超えるとＢ、1.5 以下をＣとし、総合評価としています。また、年間の取

得単位数が本校の定める単位数に満たない場合は総合評価Ｄとなり、修了が認められず、進

級、卒業が不可となります。 

 

■卒業の認定について 

＜修了認定＞ 

 各学年の修了認定については、規定の出席時数を満たし、試験等の成績評価により所定の

単位数を超えた単位を取得していること、学費が完納されていることを原則とします。 

 各学年の修了時、1 年間（1年次から 2年次への進級、2年次から 3年次への進級）で取

得すべき単位数が不足した学生については認定会議で最終検討を行い、進級に問題の残る

学生は必要に応じて保護者の方に来校していただき三者懇談を行います。 

 

＜卒業認定＞ 

 卒業試験は実施せず、各学年の修了を卒業の条件とします。卒業資格条件の査定は、教職

員による認定会議により行われ、卒業資格条件を満たした者には卒業資格を認定します。卒

業時には専門士の称号が付与されます。卒業するために必要な単位数は、ファッション造形

科とファッション流通科においては 60 単位以上、ファッションマスター科においては 90

単位以上となります。  


